
新しい文化政策プロジェクト 2025 年勉強会シリーズ 

第１回 「分⺟としての⽂化政策」を実践することの難しさについて―尼崎市の経験から  

 

⽇時 3⽉11⽇（⽕）14：00〜16：30 

会場 京都⼤学芝蘭会館別館 2 階 研修室 1 および Zoom 

発話 ⽴⽯孝裕⽒（尼崎市総合政策局文化・⼈権担当部⻑）、苅⽥昭憲⽒（尼崎市文化振興課

⻑）、原⽥絹⼦⽒（尼崎市文化振興課係⻑） 

参加者：朝倉由希、⼤島光春、蔭山陽太、佐野真由⼦、鈴木佳⼦、山本麻友美 （以上プロ

ジェクトメンバー）他、21 名 

 

 

尼崎市の文化振興ビジョンは、「文化」を「⼈間が風土の中で、また、地域社会の中で生ま

れ、育ち、身につけていく⽴ち居振る舞いや、衣食住をはじめとする暮らし、生活様式、価

値観等、⼈間の生活の営みそのもの」と広義に捉えたもので、当プロジェクトの提言とも重

なる部分も多い。これは尼崎市民の下町らしい気さくで面白がりな⼈情味のある気風を考

慮して構想され、一⼈ひとりの力をまちづくりに生かそうという発想からできている。発話

では、まずその第一次、第二次の両ビジョン策定を担当した原⽥⽒から概要について解説い

ただき、続いて、⽴花⽒、苅⽥⽒から理念を実践する難しさについて実感のこもったお話を

伺った。 

平成 29 年に策定された第 1 次ビジョンでは、稲村市政のもと「尼崎を好きな⼈（特に若

者）を増やそう」というコンセプトで「魅力創造・発信」が重要視されていたが、続く松本

市政では「第 6 次尼崎市総合計画」（令和 5 年度〜）において「地域コミュニティ・学び」

が施策の“1 丁目 1 番地”とされたことで、“市民発意の取組や活動の支援”や“社会包摂・多様

性への理解の促進”などの方向性が盛りこまれることになったとのこと。 

ただ、理念として文化を広義に捉えることは容易であっても、方針は実効性重視で狭義の

文化を取りあげることになりがちであり、その推進にあたっては進捗管理方法においても

悩みは深いという。原⽥⽒はその課題を 6 項目で示した。すなわち①（総合計画に照らし

た）施策評価をはじめとした各種評価の乱⽴、②文化芸術事業の評価は外郭団体への負担、

③広義の評価は他部署への負担、④挙げていることと実施事業のズレ、⑤数値目標の設定し

づらさ、⑥（文化ビジョン懇話会において）総括できる委員構成の難しさ、という点である。

⽴⽯⽒・苅⽥⽒からは、単年度での評価の難しさ、広く捉えた抽象的な文化概念に基づく予

算化の難しさ、また市⻑の施政方針の変化で 5 年単位くらいで別の施策が打ち出されるこ

とによる継続性維持の問題という補足があった。 

質疑では、近年多くの自治体が文化行政を教育部局から首⻑部局に移す流れの中で、尼崎

市の動きが逆行しているように見えるけれどもその背景は？という質問に、教育委員会に

あった旧公民館を市⻑部局に移して地域振興センターと併合し生涯学習プラザに置き換え



るなどの前市⻑のまちづくりに注力した取り組みが既に下地としてあったとの説明があっ

た。また、政策を進める市が「文化」を広く捉えても現場を担う外郭団体にまでは浸透され

ない現実があるという点も指摘され、その関係性についてもそろそろ変わるフェーズに来

ているのではないかという意見が出された。尼崎市に限らず「評価」の難しさについては、

各所が共通の悩みを抱えている。予算の次元が違う施設管理などは厳しく見ていくとして

も、市民活動については（東京⼤学の牧野篤⽒が提唱する AAR サイクルを参考に）評価せ

ずに次のわくわくを繋げていく方が活性化につながるのではないか。PDCA サイクルの行

き詰まりが指摘される中、京都市では将来性が不確定な若いアーティストを「抽選」で助成

する試みをしたが、それくらいの⼤らかさが許される評価の在り方があっても良いのかも

知れない。寺社やお祭りの「浄財」のように、市民や企業からいただく少額の寄付金を評価

として見せていく在り方も分かりやすいのではないか、などなどの意見が交わされた。 

さらに尼崎市では文化振興課の上位組織に文化・⼈権担当部があるということで、「⼈権と

文化」についても関心が寄せられた。安直に「社会包摂・多様性」などと結びつけてしまう

のではなく、「⼈権」というテーマが⼤きな文化政策のレイヤーになるのではという指摘や、

アートプロジェクトの実施において、「⼈権」を頭に置いていたらまた違ったものになって

いたかもという気づきがあったという意見もあった。「⼈権」の問題は、それぞれの土地の

歴史や市民の気風などによって独自の色合いをもち、ナーバスな問題も孕む。尼崎市の場合

はどうだったのか、時間切れで深く伺うことはできなかったが、前市⻑が「文化と⼈権を融

合させてくれ」と注文をつけ、「文化政策局は横串の局」と言われているとの言葉が印象に

残った。                             （文責：鈴木佳⼦） 

 

 

 

 


